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２月２１日(火)、児童会が主催し６年生を

送る会を行いました。各学年からは、６年生

への感謝の言葉と併せて歌や合奏・クイズな

どの発表、メダルや寄せ書きなどのプレゼン

トが贈られました。１・２年生は「かぼちゃ」

の演奏と歌そして「なべなべ底抜け」、３年生は「アチャパチャノチ

ャ」「あの雲のように」の演奏、４・５年生は「新沼小学校〇×クイ

ズ」で６年生を楽しませました。その後に行った「全校すごろく」は、

６年生をリーダーに５チームに分かれ、出目によって与えられるミッ

ションを一緒にクリアしながら、楽しくゴールを目指しました。最後

は６年生から感想とお礼の言葉、そして手づくりの贈り物を受け取っ

て会を締めくくりました。在校生から

の感謝と６年生からの感謝を互いに伝

えることができた、心温まる行事とな

りました。すてきな時間を過ごしつつ

も、また一つ、卒業そして閉校が近づ

いたという寂しさを、みんな併せもっていたようでした。 

 

 

 

２月９日(木)より 16日(木)まで、６年生が「在校生★ありがとう★プロジェクト」を行いま

した。中休み時間を利用して、全学年の児童と一緒に遊ぶという企画でした。それぞれの学年

のリクエストに応え、１・２・４年生とは「ドッジビー」を、3年生と

は「けいどろ＆紙飛行機飛ばし」を、5年生とは「しっぽとりおに」を

して遊びました。どの学年も６年生とたっぷり時間をとって遊ぶこと

ができ、満足した様子でした。6年生のみなさん、すばらしい思い出づ

くりをありがとう。 

 

 

 

 

 

                              新沼小学校校報 
 

学校教育目標 

夢のつぼみは光に燃えて,さあ挑戦！ 

に   人間性豊かで 

い   命を大切にし 

ぬ   ぬくもりあふれる心と 

ま   学びの力をもつ子ども 



 

 

 

２月１６日(木)の５校時、神楽の「舞納式」

を行いました。本校では昭和 43 年から 54 年間

にわたり増沢神楽保存会の皆様より鶏舞の指導を受けてきました。閉校に伴い、学校で鶏舞を

踊るのも今回が最後となります。舞納式では、保存会の皆様による太鼓とかねの演奏を背に、

４～６年生が気持ちを込めて鶏舞を踊りました。これが最後と躍動する児童の姿は、参観にい

らした保護者の方々の目にも、熱く焼き付いたのではないかと思います。式の終わりに全員で

保存会の皆さんにお礼を述べた後、菅原会長様より「今日もとても立派に踊っていただいた。

児童・家庭・学校に協力してもらい続けてこられた。ありがとうございました。」とお話しいた

だきました。学校での取り組みはここで区切りをつけますが、増沢神楽はこれからも続きます。

またいつか神楽と、そして郷土の芸能と触れる日が来ることを祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１４日(火)の５校時、３～６年生が参加し、児童会総会を行いました。この総会は今年度

児童会活動のまとめ、そして歴代の児童会活動の締めくくりとなるものでした。児童会の歌「大

好きな学校」を斉唱した後、計画委員会と各委員会の活動報告、

そして各学級の活動報告を行い、互いに労をねぎらいながら総

会を終えました。総会の冒頭、計画委員長は、最後の総会を次

の学校へつなげられるようにしたいとあいさつしました。来年

度への引継ぎはありませんでしたが、参加した子供たちの真剣

な様子からは、民主主義の裾野となる自治の思いを、全員が間

違いなく藤小や藤中に運んでいくであろうと確信しました。 

 

 

 

 

藤沢町芸術文化協会 川柳方言大会 

秀逸 ４年 佐藤 雅樂さん 雪ふらずあだらすながぐつもっけだな 

           ５年 菊地 夢多さん まっぽいな急に明るぐすんなでば 

入選 ４年 小野寺怜旺さん そりすべりカーブをつっきり空とんだ 

 

 

おめで 
とう 


